
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロジェクトマネジメント学会九州支部 
１０周年記念 シンポジウム２０１３ 

 グローバル化の波で国内のみならず海外との競争の激化など、目まぐるしく変わる社会の変化に適応すべく、企業の生産活動

における革新ニーズも日増しに高まっています。  

そのような中、プロジェクトの実行過程で、様々な矛盾する要求にどう応えて理想の形に近づけるか？  品質、コスト、納期に

問題を抱えたプロジェクトの解決など、いつも悩み苦しむテーマです。   

これらを理想的に解決できたらどんなに素晴らしいか?  誰しも夢見る課題解決の姿です。  

ＰＭ学会九州支部ではこの１０年の活動の中で、このテーマに挑戦し続けています。    

これまでの活動の振り返りとして、身近な事例をご紹介しながら、共に考えるひと時を設けました。  

どなた様もお気軽にご参加ください。 

 

 

参加者氏名 住所 または 所属 

  

連絡先(TEL) 人数 同行者氏名 

 名  

交流会参加の有無 ・参加 （    人）             ・不参加 

 

● 開催概要  平成２５年１１月２９日（金）   定員７０名 （先着予約） 

① 受付        １３：００～１３：３０ 

② シンポジウム １３：３０～１７：４５ （参加無料） 

③ 交 流 会 １８：００～１９：３０ （2,000 円） 

● 会   場 福岡市博多区博多駅前 1 丁目１７番２１号 

ＮＴＴDATA 博多駅前ビル 地下１F会議室 

             （交流会： ＮＴＴDATA 博多駅前ビル ２Ｆ食事スペース） 

● 内容詳細 ＊裏面参照 

● 申込み 問合せ先 

     〒８１２－００１１ 福岡市博多区博多駅前 1 丁目１７番２１号 

ＮＴＴDATA 博多駅前ビル６Ｆ（担当 ： 内、大田黒） 

ＴＥＬ（０９２）４７５－５１０９  ＦＡＸ（０９２）４７５－５１９０ 

                           e-mail  spm_kyushu@nttdata-kyushu.co.jp 

※申込みはメールまたは FAX にてお願いします。 

  

 

【主催】プロジェクトマネジメント学会九州支部 

アクセス 

JR 博多駅を降りて博多口より福岡交通センタービル方面へ徒歩５分 
西鉄イン博多の隣り 

 
〒812-0011 
福岡市博多区博多駅前 1 丁目１７番２１号 

TEL(092)475-5109 
HP http://www.nttdata-kyushu.co.jp/ 

《ビル入館についてのお願い》 
ＮＴＴ ＤＡＴＡ博多駅前ビルの入館においてはセキュリティチェックを行っております。そのため、下記の情報媒体の持ち込みは申告が 
必要となります。 
可能な限り情報媒体の持ち込みはご遠慮ください。（持ち込みには申告（入館時に書類を提出いただきます）が必要です。） 

  ・パソコン，カメラ，ＣＤ，ＭＯ，ＨＤＤ，ＵＳＢメモリ、その他外部記憶装置 

 

mailto:spm_kyushu@nttdata-kyushu.co.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日の進行と講師陣 

 

【シンポジウム】 

１ 開会の挨拶 13：30～ プロジェクトマネジメント学会九州支部長 朝稲 啓太 氏 

２ 九州支部１０年の歩み 13：35～14：00 九州支部初代支部長 橋本 正明 氏 

３ 基調講演 14：00～14：50 ＰＭ学会本部 副会長 藤吉 幸博 氏 

 ◆「最近のＰＭ学会活動状況と世界のＰＭ動向」  

 

 グローバル化が当たり前となり、複雑さ度合いを増している社会環境の中で、プロジェクトマネジメントの重要性はますます重要となって

きている。そのような世の中の動きの中でのＰＭ学会活動の最近の活動状況を紹介するとともに、プロジェクトマネジメントに携わる要員育

成問題やグローバルなＰＭ関連の標準化動向について紹介します。  

 

 

☆☆☆ 休憩 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆      14：50～15：10 
 

 

４ 事例紹介 15：10～17：20   

◆「特許情報と市場情報による発明の評価」－日本 TRIZ 協会知財創造研究分科会の３年間の活動から－ 15：10～15：50 

                              ソニー株式会社 永瀬 徳美 氏 
市場規模を拡大、市場占有率を向上させる発明こそが，顧客のニーズに合致し企業利益に寄与する技術的価値が高い発明（有用な 

技術）であるとの観点から、ＴＲＩＺ協会知財創造研究分科会では、特許情報と市場情報を突き合わせることで発明の価値評価とその後の

新たな発明の方向性予測を行う活動を推進してきました。 

電動歯ブラシを対象に、３年をかけて発明の価値評価に取り組み、発明の課題の変遷の特徴を明らかにするとともに次世代の商品コンセ

プトの創出まで実施しました。 

本発表では３年間の活動を俯瞰し、特許をTRIZ視点で分析する方法から発明の評価、そしてコンセプト提案まで、TRIZの理解と応用拡大

の事例として紹介します。 

 

 
    ◆ＴＯＣ Ｓ－ＤＢＲの導入による生産リードタイム短縮と余剰キャパシティの確保                   15：50～16：30 

          太華工業株式会社  中川 智加良 氏 
2011 年ステンレスのコイルセンター部門において、多品種・小ロット・短納期という顧客からの要望に対応するために、TOC S-DBR導入

プロジェクトを実施しました。結果，リードタイムの短縮を実現するも、問題となっていた長時間残業は解消できないままでしたが、製品在庫

の削減に着手することで余剰キャパシティ確保し、お客様にタイムリーな製品提供ができる生産体制を確立することができました。 

今回は、TOC導入に至るまでの経緯、プロジェクトの概要、プロジェクト後の継続的改善について紹介します。 

 
    ◆ＣＣＰＭによるＩＴプロジェクトと組織改革                                           16：30～17：10 

大和ハウス工業株式会社  松山 竜蔵 氏 
CCPM（クリティカル・チェーン・プロジェクトマネジメント）を大規模 IT（SAP）プロジェクトに適用し、従来比 25％以上の開発期間短縮を 

実現した成功事例を取り上げ、期間短縮を可能にするプロジェクトリソースの集中について解説します。また CCPM をコアにして情報シス

テム部門の構造的な改革を実施することによって、マルチ IT プロジェクトのスループットを飛躍的に増大させた取り組みについて紹介しま

す。 

 

５ 研究会の紹介 17：10～17：40   

◆ＴＲＩＺ－ＷＧの紹介                      九州支部幹事                     吉田 剛 氏 

◆ＴＯＣ－ＷＧの紹介                      九州支部幹事                     大田黒 俊一 氏 

 

６ 閉会の挨拶 17：40～17：45 プロジェクトマネジメント学会九州支部 幹事 隅田 重信 氏 

 

【交流会】 

  18：00～19：30 *立食式で軽食やドリンクをお楽しみいただきながら，交歓ください。 

場所：２階 食事スペース 

 


